
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

初
富
稲
荷
神
社
の
ご
紹
介 

  
初
富
開
墾
以
来
、
旧
初
富
の
地
名
の
鎮
守
様
と
し
て
崇
敬
さ
れ
て
い
る
初
富
稲
荷
神
社
は
、
南
初
富
連

合
自
治
会
、
北
初
富
連
合
自
治
会
、富
岡
自
治
会
、く
ぬ
ぎ
山
連
合
自
治
会
、
北
初
富
第
一
自
治
会
の

五
つ
の
自
治
会
に
よ
り
護
ら
れ
て
い
る
氏
神
神
社
で
す
。 

 

現
在
、
各
自
治
会
長
及
び
各
自
治
会
か
ら
選
出
さ
れ
た
委
員
合
わ
せ
て
二
十
七
名
が
、
初
富
稲
荷
神

社
管
理
委
員
会
（
氏
子
役
員
）と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。 

 

氏
子
を
代
表
し
神
社
と
の
連
携
を
図
る
氏
子
総
代
は
、各
自
治
会
長
の
委
嘱
を
受
け
て
い
ま
す
。 

 

春
と
秋
の
例
大
祭
に
は
、
昔
か
ら「
年
番
」と
呼
ば
れ
る
各
自
治
会
の
皆
様
の
ご
協
力
を
得
て
執
り
行
わ

れ
、
前
日
の
事
前
準
備
、
当
日
の
会
計
、
奉
納
の
掲
示
、来
賓
者
の
接
待
な
ど
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
伝
統
を
未
来
永
劫
護
り
通
し
て
戴
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

氏
子
役
員
一
同
、規
模
も
力
量
も
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
神
社
を
維
持
し
後
世
に
継
ぐ
努
力
を
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、今
後
と
も
皆
様
の
暖
か
い
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 


